
  

 

教科目名 子ども家庭支援              必修   講義   ２   単位 

担 当 者    大脇 修 保育学科 ２ 学年   後期 

＜講師紹介＞ 

 当学園の園長。社会福祉士。知的障害児者福祉施設支援員、石川県中央児童相談所児童福祉司、児童自

立支援施設自立支援専門員及び施設長などの業務を経て現在に至る。 

 

＜講義概要・授業目標＞ 

・子ども家庭支援の意義とその機能について理解する 

・少子化社会対策と子育て支援について理解する 

・子育ての家庭の支援体制について理解する 

 

＜評価基準＞  

 授業出席状況・授業態度  ５０％    提出レポート課題及びまとめのレポート  ５０％ 

回 講 義 計 画 

1 子ども家庭支援の意義と必要性  

2 子ども家庭支援の目的と機能  

3 保育の専門性を生かした子ども家庭支援とその意義  

4 子どもの育ちの喜びの共有  

5 保護者及び地域が有する子育てを自ら実践する力の向上に資する支援  

6 保育士に求められている基本的態度  

7 家庭の状況に応じた支援  

8 子育て家庭の福祉を図るための社会資源  

9 子育て支援施策・次世代育成施策の推進  

10 子ども家庭支援の内容と対象  

11 保育所等を利用する子どもの家庭への支援  

12 地域の子育て家庭への支援  

13 要保護児童及びその家庭に対する支援  

14 子ども家庭支援に関する現状と課題  

15 子育て支援に関する課題と展望（まとめ）  

＜教科書・参考文献＞ 

最新 保育士養成講座第１０巻 子ども家庭支援  全国社会福祉協議会 



  

 

教科目名 子どもの理解と援助              演習 １   単位 

担 当 者  友杉 エリ 保育学科   ２学年  前期 

＜講師紹介＞大学・大学院での専攻以来、本校での講義、「お母さん塾」等での講演、教育相談、自分 

自身の子育て等の経験を通して、人格形成の土台となる乳幼児期の育ちについて向き合ってきました。 

2018年より「安心感の輪」子育て支援プログラムのファシリテーター、2019年より公認心理師として 

新たな視点も加え、多くの課題をかかえる現代社会で、子どもたちが未来に向かって幸せにたくましく 

生きる力を育めるように、より質の高い保育の実現を探究し続けています。 

＜講義概要・授業目標＞乳幼児期の子どもが、主体的に環境（人、物、こと）にかかわって様々な学びを

得ていくプロセスは、保育者の、子どもの心に寄り添ったかかわりや環境構成といった援助に支えられる

ことで、はじめて望ましい形で実を結んでいく。本授業では、子どもの個と社会性の育ちを適切に援助す

るために、保育者として、どのように、子どもを理解し、寄り添い、子どもの主体的な学びを引き出し、

方向づけていけば良いのかその視点や方法について学ぶ。 

＜評価基準＞ テスト、授業への積極性、提出物、出席状況からの総合的評価  

回 講 義 計 画 

1 はじめに 子ども理解と適切な援助の前提となる、子どもの見方、寄り添い方 

2 幼児期の教育 小学校以上の教育を貫く柱（３つの資質能力）１０の姿 

3 保育実践の基本 養護と教育 遊びを通しての総合的指導 

4  園生活における遊びを通して育まれる力 

5  アタッチメント、安心感の輪 

6  感情の包容、感情コントロール、感情の社会化 

7 保育における発達援助 基本的生活習慣の獲得と主体性 

8 集団での活動と個の育ち 個と集団の育ちの相互性、集団活動の意義 

9 保幼小の接続 学びの連続性 

10 保育の記録と評価 ドキュメンテーションなどによる可視化、保育プロセスの質の評価 

11 協同的な活動の援助 保育の省察と保育計画、エマージェントカリキュラム、PDCAの循環 

12  プロジェクト活動の先導、環境構成、サークルタイムの活用 

13  協同的活動を通して育まれる力 

14 さまざまな環境構成 環境構成の事例検討 「子どもの理解と援助」まとめ 

15 テスト  

＜教科書・参考文献＞ 

教科書「子どもの理解と援助」無藤隆・堀越紀香・丹羽さがの・古賀松香編著 光生館 

参考文献は随時紹介 



  

 

教科目名 人間関係              演習  １   単位 

担 当 者 友杉 エリ    保育学科   ２学年   後期 

＜講師紹介＞ 

「子どもの理解と援助」参照 

＜講義概要・授業目標＞ 

 乳幼児期における個と社会性の力の育ちは、生涯を予測する重要なものであることが多くの研究で明

らかにされているが、そのプロセスは、子どもの環境、とりわけ人との主体的、能動的なかかわりの中で

次第に培われていく。そのような過程を、子どもにとって重要な他者の1人である保育者は、どのような

あり方で支え導いていけばよいのか、子ども自身は、園生活において初めて出会う仲間との関係を深める

中でどのような経験を通して自己や他者を理解し、集団の一員として人とともに生きる力を身につけて

いくのか、領域「人間関係」のねらいと内容に沿いつつ、さまざまな事例を通して学んでいく。 

＜評価基準＞  

テスト、授業への積極性、提出物、出席状況などの総合的評価 

回 講 義 計 画 

1 はじめに 「人間関係」のねらい、内容 人とともに生きる力とは 

2 信頼関係―アタッチメント 保育者との出会い 園生活の基盤としての保育者への信頼感 

3  「愛着障害」の視点からみた保育者の役割（園における3基地の確立） 

4  アタッチメントタイプ、子どもの気質 

5 遊びの中の人とのかかわり 遊びの発達 パーテンの仲間遊びの分類 

6  子どもの遊びの援助 

7 自己主張と自己抑制 自己主張・自己発揮 自己主張を支える 

8  
自己を調整する力の育ち 

（適切に自己抑制して他者やルールと折り合う力の育ち） 

9 いざこざ いざこざの発達 保育者の援助 

10 個の育ち、集団の育ち 自立心の育ち （他者に支えられながら「目標を達成する力」） 

11  協同性の育ち （目標を共有しよさを生かし合う「他者との協働」） 

12 道徳性・規範意識の育ち ルールを守って遊ぶ、規範を受け入れる、善悪の判断 

13 人とともに生きる力の育ち 授業の総まとめ 

14 社会生活とのかかわり 地域社会の一員として育つ  テストに向けて 

15 テスト  

＜教科書・参考文献＞ 

教科書 「領域 人間関係」無藤隆監修 岩立京子編 萌文書林 

参考文献は随時紹介 



  

教科目名     言 葉                 必修  演習    １単位 

担当者  泉 由美子 保育学科第  ２学年 後期 

＜講師紹介＞ 

・当学園職員。公立幼稚園・保育園で 40 年間勤務。現場での豊富なエピソードを基にこどもの

言葉の発達の意味を学生に伝える。 

＜講義概要・授業目標＞ 

・乳幼児のコミュニケーション・言葉などの発達について学ぶ 

・保育所保育指針・こども園教育・保育要領・幼稚園教育要領の領域「言葉」を理解する 

・乳幼児の言動を理解し、保育者の言葉かけについて考える 

・指導案（保育者の援助・言動・環境構成など）作成・記録の書き方ついて学ぶ 

＜評価基準＞ ・授業態度・提出物（レポート、指導案、作品）・発表態度・ノートの整理 など 

回 講 義 計 画 

1 保育内容「言葉」の意義  
乳幼児期の発達と保育について学ぶ 

人間と言葉 ・幼児と言葉   言葉の役割を知る 

2 乳幼児の言葉の発達 
 

 

乳幼児のコミュニケーション・言葉の発達を学ぶ 

乳幼児のコミュニケーション・言葉の発達早見表を作成する 

3 乳幼児の言葉と環境  
養育環境の重要性に気づく ・事例から幼児理解を深める 

話し言葉・書き言葉と環境について理解する 

4 
保育所保育指針・こども園保育

教育要領の「言葉」について 

 

 

保育所保育指針・こども園教育要領「言葉」のねらい・内容を学ぶ 

「言葉の感覚を養う」ことについて考える 

5 
言葉と保育者のかかわり 

保育者の言葉 

 

 

グループでの話し合いを通して保育者が「かかわること」の意味

を考える  ・保育者の言葉・指導と支援について学ぶ 

6 
児童文化財で広がる世界 

言葉遊び 
 

ペープサート、パネルシアター、エプロンシアター、人形劇、劇遊

びなどについて学ぶ  ・いろいろな言葉遊びを知る 

7 
指導案作成 

教材づくり 

 

 

言葉遊びの保育を想定して、日案（指導計画）を作成する 

教材・遊具などを工夫して作る 

8 
指導案作成 

 

 

 

言葉遊びの保育を想定して、日案（指導計画）を作成する 

保育者の関わり方、言葉のかけ方、幼児へのねがい（育ちへの目

標）などについて学ぶ 

9 
模擬保育（指導案を基に、発表） 

① 

 

 

模擬保育を体験し、指導案を見直す 

友だちの指導案・模擬保育の良さに気づく 

10 模擬保育②    〃           〃 

11 絵本の良さ・絵本の読み聞かせ  
絵本の良さを知る 良い絵本を見る 

絵本の読み聞かせの配慮・注意点を学ぶ 

12 教材を作る（パペット他）  身近にある軍手などを利用してパペットを作る 

13 
自分の作った作品の発表をす

る（パペット他） 
実践で役立つように工夫して創作した物を発表する 

14 
保護者への言葉かけ・連絡帳・

要録の書き方 

保育の記録のとり方、要録の書き方などについて学ぶ 保護者へ

の接し方を学ぶ 幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿など 

チーム保育について考える ・小学校教育へのつながりを理解する 

15 言葉の授業の振り返りをする 自分の考えや思いを省察し、レポートにまとめ提出する 

＜教科書＞ 
保育者をめざす人の保育内容 「言葉」 駒井美智子 編  株式会社みらい 



  

 

教科目名 身体表現基礎           必修  演習   １  単位 

担当者   北橋 浩志 保育学科第２学年 前期 

＜講師紹介＞ 

当学園職員。体育教師として県立高等学校に３８年間勤務。これまでの経験をいかし、身体を

使って表現する楽しさを伝えていきたい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 子どもたちに提供する運動あそびの実際と留意点について学ぶ。 

 毎時、保育者役の学生が幼児向けの体操、ダンスを紹介し指導する。 

＜評価基準＞ 

１．器械運動における意欲・協力・技能を評価 

２．保育者役の評価 

３．毎時の授業態度、出席状況等を総合的に評価 

回 演 習 計 画 

1 オリエンテーション 演習の目的について、体力づくり 

2～4 ダンス 幼児のダンス 

5～10 器械運動 

各種目に課題を持ち、練習する 

マット（前転、後転、側転、壁倒立、倒立前転等） 

鉄棒 （前まわり、後ろまわり、逆上がり、足掛け上がり等） 

跳び箱（４～８段開脚、台上前転等） 

11～12 器械運動評価 マット・鉄棒・跳び箱 

13～14 器械運動の指導法 

 

幼児向けの指導法や留意点について学ぶ 

 

15 まとめ 振り返り 

＜教科書・参考文献＞ 

  



  

 

教科目名 乳児保育Ⅱ                  必修    演習   ２  単位 

担 当 者    道下 篤子 保育学科 ２ 学年  前期・ 後期 

＜講師紹介＞ 

当学園職員。保健師。県庁、保健福祉センター、こころの健康センター等で勤務。 

＜講義概要・授業目標＞ 

乳児保育Ⅰで学んだ内容を踏まえ、養護及び教育の一体性、０・１・２歳児の発育・発達の過程や特性

を確認し、保育における保育者の援助や関りの基本について理解する。また、０歳児、１歳児以上３歳未

満児の基本的生活習慣（食事・排泄・睡眠・着脱・清潔）と安全、遊びについての保育の方法、環境の構

成や配慮の実際について具体的に学ぶ。さらに子どもの気持ちを理解しようとする姿勢、一人ひとりの子

どもに寄り添う保育や計画の作成など体験する。 

＜評価基準＞  

 演習及びレポート課題により判定する 

回 講 義 計 画 

1 乳児保育の基本及び見学観察 

2 乳児保育の意義（養護と教育が一体となって行われる乳児保育） 

3 ０，１，２歳児の発育・発達 

4 食事の援助と環境（調乳や授乳、離乳食などの保育者の具体的な援助の理解） 

5 排泄の援助と環境（おむつ交換等、排泄への保育者の具体的な援助の理解） 

6 睡眠・休息の援助と環境（睡眠や休息時の保育者の援助や保育環境の理解） 

7 着脱に関する援助と環境（子どもの衣服など着脱への保育者の援助の理解） 

8 清潔に関する援助と環境（沐浴や清拭などの保育者の援助や保育環境の理解） 

9 乳児保育における健康と安全、事故（ＳＩＤＳ）蘇生実技 

10 乳児（０歳児）の保育内容と遊びの保育内容、保育者の援助 

11 １歳以上３歳未満児の保育内容 

12 １歳以上３歳未満児の遊びとおもちゃや遊具 

13 乳児保育における計画（長期計画・短期計画） 

14 乳児保育における評価 

15 乳児保育を支える連携 

＜教科書・参考文献＞ 

「保育所保育指針解説」（フルーベル館） 

「演習で学ぶ乳児保育」（わかば社） 



  

 

教科目名 乳 児 保 育 Ⅱ（弥生乳児保育園）      必修   演習   ２ 単位 

担 当 者  松 任  雪 子 保育学科 ２学年  前期  

＜講師紹介＞ 看護師。病院の看護師として勤務後、平成9年より現職場に勤務。平成18年より、当学園の学

生に対し乳児保育の実践方法について指導を行っている。 

＜演習概要・演習目標＞ 

 １．乳児保育実習は、学園で履修した教科全体を基礎としながら乳児保育の理論や技術を体験的に習得する。 

 ２．乳幼児（0～3才）の実際の生活に触れ、具体的な人間関係を通じて保育士として望ましい態度や自覚を

身につける。 

＜評価基準＞  

 実習態度、実習記録、参加演習内容（技術）の習得、その他から総合的に実習評価を行う。 

回 演 習 計 画 

1 
オリエンテーション、見学観察 

 

８日間の実習の進め方を具体的に説明 

保育の実際に立ち入らず詳しく観察し、保育の現場における人的・物的

環境について全体的に把握する。 

2 
０、１、２才児の発達過程の理

解 
一人ひとりの発達の連続性を理解する。 

3 
０、１、２才児の保育に関わる

配慮事項を理解 
幼児期の特性に応じた配慮を理解する。 

4 演習の展開 ０才 
健康観察、食事、授乳、睡眠、排泄（おむつ交換）沐浴、環境、遊びと

環境づくり、担当保育について理解  授乳の認識の理解 

5 演習の展開 １、２才 衣服脱着援助  幼児認識の理解 

6 育児担当制の理解 保育園で過ごす一日の流れを通じて、育児担当制を理解する。 

7 その他講義 

当保育園の乳児保育（内容）の講義 

テーマ① 子どもが主体的に育つには、乳児担当制について 

テーマ② 子どもとの関わり、保護者との関わり 

テーマ③ モデル保育士について（主任保育士） 

テーマ④ 安全、健康、事故（ＳＩＤＳ）蘇生実技 

テーマ⑤ 当園での離乳食、幼児食の進め方（栄養士） 

8 総合演習 実習最終日は学生一人ひとりが一日保育を計画、実践する。 

 その他課題 
実習終了後、学生自身の課題（テーマ自由）に関するレポートを提出 

（一週間以内） 

＜教科書・参考文献＞ 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科目名  乳 児 保 育 Ⅱ（龍雲寺学園バウディア学舎）    必修  演習   ２ 単位 

担 当 者 吉岡 紀子 保育学科  ２学年    前期  

＜講師紹介＞ 

 龍雲寺学園（平成25年より保育園から幼保連携型認定こども園に移行）に1８年勤務。主幹保育教諭。 

＜講義概要・授業目標＞ 

・学園で学んだ知識・保育技能・理論等を実習を通して実感し、保育士に必要な資質・能力・技術等を習得し

ていく。 

＜評価基準＞  

・実習生個々が優しく豊かな人間性、主体的・積極的な目的意識を持ち、試行錯誤しながらも向上しようとす

る姿勢や細かな観察力、また、実践記録等での的確な能力を見る。 

回 講 義 計 画 

1 オリエンテーション実習 当園の概要や施設、保育内容を知り、実践に入る準備をする。 

2 各部屋に入り実習 ０歳児から２歳児クラスに１～２名ずつ入り、２～３日間実習を行う。 

3     〃              〃 

4     〃              〃 

5     〃              〃 

6     〃              〃 

7     〃              〃 

8     〃              〃 

＜教科書・参考文献＞ 

・０歳児～２歳児の各クラスに入り、２～３日間ずつ計8日間の実習をします。 

 １日ごとに実習記録を書き、翌日担当の保育教諭に提出、その後実習記録や日中の出来事を元に 

 担当保育教諭とふり返りをおこなっていきます。 

・途中学園長との実習のふり返り、講義があります。 

 



  

 

 

教科目名 乳 児 保 育 Ⅱ（梅 光 保 育 園）         必修  演習   ２ 単位 

担 当 者   斉 梧  史 江 保育学科 ２学年  前期  

＜講師紹介＞金沢市の保育園に30年以上勤務。平成26年より、当学園の学生に対し乳児保育の実践方法につ

いての指導を行っている。 

＜演習概要・演習目標＞ 

 １．０、１、２歳児クラスの現場に入り、子どもの保育に関わる。 

 ２．保育に関する中で、子どもの発達理解・保育援助・配慮事項について学ぶ。 

  

＜評価基準＞  

 

回 演 習 計 画 

1 観察及び参加演習  

８日間の中で、０・１・２歳児クラスを回り、その中で以下の点につ

いて観察と参加演習を行う。 

 （ 観 察 ） 

 乳幼児の認識・知的、言語、運動機能の発達・情緒の安定・保育士

の愛情受容・乳幼児の事故予防と防止のための注意・同年齢児の関

心の発達（１、２歳児）等 

 

 （ 演 習 ） 

 健康観察、検温・食事・睡眠の環境及び睡眠状態の観察について・

環境整備・遊び・授乳・離乳食の与え方（０歳児） 

 沐浴、清拭、おむつ交換、便の観察（０歳児） 

 おむつ交換、排泄の自立習慣（１、２歳児） 

 衣服着脱援助（１、２歳児） 

 

８日間の中で早番・遅番を各１回経験する。 

最終日のクラスで絵本の読み聞かせを経験する。 

 

2     〃 

3     〃 

4     〃 

5     〃 

6     〃 

7     〃 

8     〃 

  

  

   

＜教科書・参考文献＞ 

 

 

 

 

 

 



  

教科目名 乳 児 保 育Ⅱ （双葉こども園）   必修    演習  ２単位 

担 当 者 濱 中  悦 子 保育学科 ２学年 前期 

＜講師紹介＞ 

 保育の仕事を始め、２０年以上になります。“一人ひとりの子どもが大切にそだてられるため”

の保育をめざし、日々奮闘中です。保育の中でも乳児保育は重要で、大変でもありますが、

それ以上に、子どもの持っている力のすごさ、保育の面白さを伝えていければと思っていま

す。 

＜演習概要・演習目標＞ 

１． 保育の１日の流れを把握し、保育に参加する。 

２． 観察や子どもとのかかわりを通して、乳児期の子どもを理解する。 

３． 授業で習った内容を踏まえ、子どもの発達、保育内容や保育環境を理解する。 

 （当園の育児担当制の保育と流れる日課も含めて） 

＜評価基準＞ 

 ・子どもとのかかわりや関係性 

 ・実習態度 

 ・レポートの内容(保育についての理解、実習を行ったうえでの学び) 

回 演 習 計 画 

１ 
保育園の役割を知る 

０歳児の観察と保育参加 

・当施設について理解する。 

・保育の１日の流れ、内容を理解する。 

・０歳児の発達や心理を理解する。 

 (知的、言語、運動、あそび、情緒面など) 

２ ０歳児の観察と保育参加 
・０歳児の保育に参加し、保育技術等を学ぶ。 

 (食事、睡眠、排泄などの生活、遊びと環境づくり) 

３ １歳児の観察と保育参加 

・１歳児の発達や心理を理解する。 

 (知的、言語、運動、あそび、情緒面、他者への関心な

ど) 

４      〃 
・１歳児の保育に参加し、保育技術等を学ぶ。 

 (０歳児クラスと同様) 

５      〃 
・実践的なかかわりを通して、乳児保育への理解を深め

る。 

６ ２歳児の観察と保育参加 
・２歳児の発達や心理を理解する。 

 (１歳児クラスと同様) 

７      〃 
・２歳児の保育に参加し、保育技術等を学ぶ。 

 (０・１歳児クラスと同様) 

８      〃 
・実践的なかかわりを通して、乳児保育への理解を深め

る。 

＜教科書・参考文献＞ 

 

 



  

 

教科目名 乳児保育Ⅱ（エンジェル保育園）          演習    2 単位 

担 当 者    大浜 佳美 保育学科   2学年  前期 

＜講師紹介＞ 

野々市市のこども園で 15年間以上勤務。平成 28 年より、当学園の学生に対し乳児保育の 

実践方法について指導を行っている。  

 

 

＜講義概要・授業目標＞ 

乳児保育の望ましい方向を探り、具体的な実践法を学習する。  

・乳児の育ちと生活実態を理解する。  

・乳児と保育士の望ましい関わりを学ぶ。  

 

＜評価基準＞ 授業での基礎的な内容を理解し、授業内容を基に乳幼児の生活全般に関しての援

助秘術が身につく。演習記録。 

回 講 義 計 画 

1 乳幼児の発達と保育 
発育・発達の特徴とは 保育環境のあり方  

人との関り、健康・安全への配慮 

2 乳児の生活、遊び 授乳、離乳食、睡眠、オムツ交換、検温、沐浴 

3 乳児の生活、遊び 
手遊び、ふれあい遊び、遊びと環境づくり 

 授乳、離乳食、睡眠、オムツ交換、検温、沐浴 

4 １歳児に発達と保育 
発育・発達の特徴と保育環境のあり方  

人との関り、健康・安全への配慮  

5 １歳児の生活 食事、睡眠、オムツ交換、排泄、脱着  

6 １歳児の生活、遊び 

遊びと環境づくり  

保育教諭の役割  

授乳、離乳食、睡眠、オムツ交換、検温、沐浴 

7 ２歳児の発達と保育 
発育・発達の特徴と保育環境のあり方  

人との関り、健康・安全への配慮  

8 ２歳児の生活、遊び 
食事、睡眠、排泄、着脱 

発達と遊び、保育教諭の役割 

   

   

＜教科書・参考文献＞ 

 

 

 

 

 



  

 

教科目名 乳児保育Ⅱ（聖ヨハネこども園）          必修   演習   ２単位 

担 当 者   森川 亜百合  保育学科  ２学年  前期 

＜講師紹介＞ 

金沢市内にあるこども園に勤務している。令和４年度より、当学園の学生に乳児保育で大切にしたい

ことや乳児保育の実践方法を伝えている。 

 

＜講義概要・授業目標＞ 

 ・０、１、２歳児クラスの保育に参加し、子どもとかかわる。 

 ・子どもとのかかわりを通して、一人ひとりの発育・発達の特徴など乳児期の子どもを理解する。 

・保育者の援助や配慮事項などを体験的に学ぶ。 

＜評価基準＞  

 実習態度、記録、援助技術の習得など、総合的に実習評価を行う。 

回 講 義 計 画 

1 観察・参加実習 
各年齢の部屋に入り、ねらいを具体的に設定して、下記の点につい

て観察と参加実習を行う。 

・保育の一日の流れ、内容を理解する。 

・乳児期の発育、発達や心理を理解する。 

知的、言語、運動、あそび、情緒面など。 

・保育に参加し、保育技術を学ぶ。 

健康観察、検温、食事、食物アレルギーへの配慮、睡眠の環境、 

睡眠状態の観察、おむつ交換、衣服の着脱、環境整備、あそびな

ど。 

  上記に加え、０歳児は、授乳、離乳食、沐浴について、１歳児・

２歳児は、排泄についても学ぶ。  

2    〃 

3    〃 

4    〃 

5    〃 

6    〃 

7    〃 

8    〃 

   

   

   

   

   

   

   

＜教科書・参考文献＞ 

 



  

 

教科目名 乳 児 保 育（泉こども園）           必修   演習    ２ 単位 

担 当 者 
泉こども園 ３歳未満児担当

保育教諭及び園長 
保育学科 ２学年  前期  

＜講師紹介＞ 

当学園附属こども園職員が担当。学生に対し乳児保育の演習指導を行っている。 

＜演習概要・演習目標＞ 

 乳児保育に必要な発達と特性を理解し、保育教諭の援助の仕方を体験的に学ぶ。 

＜評価基準＞  

 演習態度、記録、援助技術の習得 等 

回 演 習 計 画 

1 

オリエンテーション 

０歳児の発達と特徴の理解 

一日の生活について 

園の沿革、理念、方針、クラス編成及び乳児期の保育の重要性について。 

０歳児の生活の流れを知り、発達と特徴について理解する 

2 ０歳児の生活・遊びと環境 

健康・安全への配慮、生活や遊びを通して保育者との心の交流や関わ

り 

方、家庭との連携を学ぶ。 

3 
１歳児の発達と特徴の理解 

一日の生活について 
１歳児の生活の流れについて知り、発達と特徴について理解する 

4 １歳児の生活・遊びと環境 

保育者との関わり、健康・安全への配慮を体験し、学ぶ。 

基本的生活習慣の習得についての援助の方法を体験し、学ぶ。 

家庭との連携について学ぶ 

5 
２歳児の発達と特徴の理解 

1日の生活について 
２歳児の生活の流れについて知り、発達と特徴について理解する 

6 
  

２歳児の生活と環境 保育者との関わりや基本的生活習慣の自立に向けての援助の方法を体

験し、学ぶ 
7 

8 
２歳児保育の遊びの演習 

乳児保育演習のまとめ 

一体的な教育・保育について。遊びの演習。 

乳児保育演習についての振り返り・まとめ 

   

   

   

＜教科書・参考文献＞ 

 

 

 

 

 

 



  

教科目名 障害児保育           演習   １単位 

  担当者 徳田 茂  保育学科第２学年  前期 

＜講義概要＞ 

・障害の有無に関わりなく全ての人が共生するインクルーシブ社会の実現のためには、障害のある子とない子が

共に育つインクルーシブ保育が極めて重要です。 

・保育現場へ出ていくと、さまざまな障害のある子と出会うことが想定されます。その際に障害のある子をよく

理解し、暖かく受け止め、その育ちの援助をしていけるように、実際的な例を交えながら、講義を進めていき

ます。 

・各自にテーマについての調べと発表をしてもらい、それをもとに学びを深めるようにします。 

・グループ討論で、テーマについての意見等を出し合うことを通じて、より理解が深まるようにします。 

＜授業目標＞ 

① ICFや改正障害者基本法などをベースに、新しい障害概念を理解する。 

② さまざまな障害について理解すると共に、障害のある子ども一人ひとりを理解することの大切さを学ぶ。ま

た、障害のある子どもとのよりよい関わりについて理解を深める。 

③ 障害のある子どもの育ちの援助の実際について理解を深める。 

④ 障害のある子どもの家族の心理や、家族への援助の実際について理解を深める。 

⑤ 障害のある子とない子が共に育ち合う、インクルーシブ保育について理解を深める。 

＜評価基準＞ 

① テーマについての調べと発表（２０点）     ②試験（８０点） 

 ・ていねいに調べてまとめてあるか。       ・それぞれの設問についてよく理解し、自分の意見 

・定められたルールに基づいて書かれているか。   を交えながら、わかりやすく記しているか。 

・わかりやすい発表ができたか。           

  回      講 義 計 画 

１ オリエンテーション 

障害とは何か(1) 障害のある子との関わりについて振り返る 

   ２ 障害とは何か(2) 新しい障害概念等の理解 

   ３ 障害とは何か(3) さまざまな障害（狭義の障害） 

  ４ 「その子自身」を理解することの大切さ 

５ コミュニケーションは保育のベース(1) さまざまなコミュニケーション 

６ コミュニケーションは保育のベース(2) 障害児とコミュニケーション 

７ 見通しをもって実践する 

８ 障害児保育と遊び(1) 

９ 障害児保育と遊び(2) 

10 生活習慣獲得の援助 

11 親の思いを聴き、共に生きる(1) 障害児の親の心理 

12 親の思いを聴き、共に生きる(2) 障害児の親への援助 

13 インクルーシブ保育を目指して(1) 

14 インクルーシブ保育を目指して(2)  

15 試験 

＜参考文献＞ 

・浜田寿美男『障害と子どもたちの生きるかたち』(岩波書店) 

・徳田茂『知行とともに』(川島書店)  

・徳田茂『共に生き、共に育つ』（ミネルヴァ書房） 



  

 

教科目名 障害児保育                     2 単位 

担当者 小坂 正栄 保育学科 2年 後期 

<講師紹介> 金沢市通園施設・幼保育園に勤務しながら統合保育を学び金沢大学科目等履修で障害

に関する種々の単位取得。県・市町村等の委託で障害児・者の相談業務を30年程行っています。 

<講義概要・授業目的> 

幼保育園・施設等における特別支援のサポートを要する子ども・御家族に対して 

どのように配慮し、より良く集団生活を送れるかを貰うか導き出し、問題の解決を実践できる保育

士となる事を目的とする。行動分析・課題分析・手順書・家族とのコミュニケーション等の実習を行

う。現場に役立つ授業を目指しています。 

<講義内容・講義計画> 

1  障がい児・気になる子とは？ 

これまでの知識・経験の確認 

9 集団の中での発達障害児 

家族の葛藤と心境の理解・保育士の役割を

考える。 

2 気になる子との出会い 

 まず、気付くこと。アセスメント 

10 手順書・スケジュール 

支援の方法の実践。視覚教材の作成。 

3 自閉スペクトラム児との出会い 

 学習スタイルの違いについて・事例 

11 集団の中での発達障害児 

 他機関との連携・医療機関・相談機関 

4 ADHD児の理解と支援・疑似体験 

集団の中でのアセスメント 

12 応用行動分析 

 スモールステップの組み方 

5 学習障害予備軍・疑似体験 

まず、気付くこと。アセスメント 

13 課題分析 

 活動チャートの活用 

6 ダウン症児・保育の留意点 

集団での育ちを支援するとは 

14 問題行動の解決のプロセス 

 ABAの活用 

7 障がい児・気になる子とは？ 

これまでの知識・経験の確認 

15 前期まとめ・試験 

8 発達障害とその周辺の子ども達 

 発達障害者支援法の改正について 

 順番変更あり 

<教科書・参考文献> 

 

新版ポーテージ早期教育プログラム~0歳からの発達チェックと指導ガイド~山口薫氏訳 

新版 チェックリスト  

合同出版『ポーテージ・マニュアル』 

 

テンプルグランディン氏プレゼンテーション動画 

ADHD児アニメーション動画・保護者からのメッセージ動画 

KIDS発達検査表・すこやか手帳・5歳児検診DVD等 

 

 

 

 

 



  

教科目名 子育て支援                   必修  演習 １ 単位 

担 当 者 黒山美千代  潟邉裕江, 保育学科 ２学年  後期   

＜講師紹介＞ 

 黒山美千代：当学園職員。県職員（福祉職）として児童相談所、障害児（者）施設、保健福祉センター保育専門学園等で勤務。 

潟邉裕江：当学園職員。県職員（心理職）として児童相談所、保育専門学園等で勤務。 

＜講義概要・授業目標＞ 

１．保育士の行う保育の専門性を背景とした保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提示等の支援（保育相談支援）

について、その特性と展開を具体的に理解する。 

２．保育士の行う子育て支援について、様々な場や対象に即した支援の内容と方法及び技術を、実践事例等を通して具体的に理

解する。 

＜評価基準＞ 提出物・授業態度・定期試験 

回 講 義 計 画 

1 保育と子育て支援 
保育士として子育て支援を実践するために 子育て支援とソーシャルワー

ク 保育士として子育て支援にかかわるために 

2 子どもの権利と子育て支援 
子どもの権利を守る取り組み（権利擁護） 

子どもの最善の利益を考慮した保育 

3 保育の専門性と子育て支援 保育者に求められる専門性  子育て支援の構造 

4 子育て支援の展開過程 
保育現場における子育て支援の内容 子育て支援の展開過程・概要と保育者

としての留意点 子育て支援における関係機関との連携 

5 
子育て支援における計画・記

録・評価 

計画の必要性と計画策定の方法  支援記録の必要性と記録の方法  

評価の必要性と評価方法 

6 保護者との信頼関係の構築 
保育者と保護者の間における信頼関係とは  

信頼関係を築く受容と共感的理解 

7 保護者の理解とかかわり方 
保護者の思いに気づく、保護者を理解する  

保護者をエンパワーメントする 

8 
地域資源の活用と関係機関と

の連携・協力 
子育てを支援する地域資源の理解と活用  関係機関との連携・協力 

9 
保育所の特性を生かした保護

者への支援 

日常の保育と一体となった子育て支援の展開  

文書を活用した子育て支援  保育所の特性を生かした地域子育て支援 

相談・助言における保育士の専門性の範囲と限界  

10 
特別な支援を必要とする保護

者への支援 

児童虐待が疑われる家庭への子育て支援  

ひとり親家庭への子育て支援 

障害のある子どもを育てる保護者への子育て支援 

11 
問題・課題のある保護者への支

援 

養育上に不適切なかかわりがある保護者への支援  

苦情を繰り返す・不当な要求を行う保護者への支援 

保護者間トラブルを抱える保護者への支援 12       〃 

13 保育所における子育て支援 
育児不安になった保護者への支援  仕事と育児の両立で悩む保護者へ 

の支援  育児不安がある父子家庭への支援   

14 
児童発達支援センターにおけ

る子育て支援  まとめ 

知的障害のある子どもの母親への支援 

まとめ 

15 試 験  

＜教科書・参考文献＞       演習・保育と子育て支援    （株）みらい 



  

 

 

教科目名 保育実践演習          必修  演習  １単位 

担当者 谷内 通・潟邉 裕江 保育学科第 ２学年 前期 

＜講師紹介＞ 

 谷内（金沢大学教授）と潟邉（当学園職員）の2名で担当。1年時の「保育実践研究基礎」で決めた保育

実践に役立つ研究グループと研究テーマをもとに、1 年間を通し研究調査を行い、その成果を論文に作成

し、研究発表会で発表することを目指す。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 保育場面で見られる問題の理解や解決に役立つテーマで、調査研究を調査し、論文にまとめ、全員の前で

発表する流れを通して、将来現場で行う「保育実践研究」に役立つ、知識や技術を身に付けることを目指

す。 

＜評価基準＞ 

① 出席状況 ②授業態度 ③提出物 ④研究発表 

回 講   義   計   画 

１ 保育実践研究計画の作成 グループごとに話し合い、研究計画書を作成する 

２ 研究テーマ発表会の準備 研究計画をもとに、テーマ発表会に向けての準備を行う 

３ 研究テーマ発表会リハーサル グループの中から何組かを選び、研究テーマ発表の手順を学ぶ 

４ 研究テーマ発表会１ 
今後の研究担当職員の決定を踏まえ、職員の前でグループごと

に、研究テーマと研究概要を順番に発表する 

５ 研究テーマ発表会２ 
前回に引き続き、職員の前で、グループごとに研究テーマと研

究概要を順番に発表する 

６ 研究に向けて調査・研究の準備 授業担当、個別担当者と相談し、調査・研究の準備を行う 

７ 研究に向けて調査・研究の準備 授業担当、個別担当者と相談し、調査・研究の準備を行う 

８ 研究に向けて調査・研究の準備 授業担当、個別担当者と相談し、調査・研究の準備を行う 

９ 研究に向けて調査・研究の準備 授業担当、個別担当者と相談し、調査・研究の準備を行う 

１０ 研究に向けて調査・研究の準備 授業担当、個別担当者と相談し、調査・研究の準備を行う 

１１ 調査・研究の実施 調査・研究の実施と結果の集計 

１２ 調査・研究の実施 調査・研究の実施と結果の集計 

１３ 調査・研究の実施 調査・研究の実施と結果の集計 

１４ 調査・研究の実施 調査・研究の実施と結果の集計 

１５ 調査・研究の実施 調査・研究の実施と結果の集計 

＜教科書・参考書＞ 「はじめての保育実践研究」一藝社  開 仁志著 



  

 

 

教科目名 保育実践演習          必修  演習  １ 単位 

担当者 各担当教官 保育学科第 ２学年 後期 

＜講師紹介＞ 

 授業担当は谷内（金沢大学教授）と潟邉（当学園職員）の2名で引き続き行うが、後期から各グループ別

に指導教官が付く。調査研究は各指導教官と相談しながら進める形になる。調査研究の結果をまとめ論文

に仕上げ、抄録、研究発表会用のパワーポイント資料を作成し、発表会に臨む準備を行う。 

＜講義概要・授業目標＞ 

後期は各グループのメンバーは、各指導教員と相談をしながら作業を進めることになる。 

結果の集計に仕方についての講義も取り入れ、研究結果を論文や抄録、パワーポイント資料にま 

とめる作業を通して、相手に分かりやすい文書表現や発表の仕方を学ぶ機会にもなる。 

＜評価基準＞ 

② 出席状況 ②授業態度 ③毎回の報告書の提出状況 ④論文・抄録・パワーポイント資料の 

内容、④保育実践研究発表会 

回 講   義   計   画 

 １ 調査・研究実施 調査・実験の実施と結果の集計 

２ 研究実施 調査・実験の実施と結果の集計 

３ 分析に必要な統計手法について 結果の集計方法についての講義 

４ 研究結果分析及び相談  研究論文の作成。結果の集計及び分析に関しての相談 

５ 研究結果分析及び相談  研究論文の作成。結果の集計及び分析に関しての相談 

６ 研究結果分析及び相談  研究論文の作成。結果の集計及び分析に関しての相談 

７ 研究結果分析及び相談  研究論文の作成。結果の集計及び分析に関しての相談 

８ 保育実践研究論文作成 研究結果を論文形式にまとめる 

９ 保育実践論文作成・修正 卒業論文の作成、修正を行う 

１０ 保育実践演習論文修正、抄録作成 卒業論文の修正及び抄録の作成準備 

１１ 抄録作成 卒業研究をＡ４ ２枚にまとめる 

１２ 抄録作成 卒業研究をＡ４ ２枚にまとめる 

１３ パワーポイント、発表原稿作成 研究発表会に備え、パワーポイント、発表原稿作成 

１４ パワーポイント、発表原稿作成 研究発表会に備え、パワーポイント、発表原稿作成 

１５ 卒業発表会準備 発表リハーサル 

＜教科書・参考書＞ 特になし 



  

教科名 臨床心理学                 演習    １単位          

担当者 箕輪 恵美子 保育学科２年    前期 

≪講師紹介＞病院勤務を経て心理臨床オフィスみのわを開業。からだの感覚や生活感覚

から 

人のこころや関わりのコツを共に学びたい。 

＜講義概要・授業目標＞保育の場は物理的な環境以外に、人と人との関係から成り立っ

ています。関係のありようが成長に影響する場であるとも言えます。本授業は、将来皆

さんが保育士になった際、やりがいを持って仕事に携わる一助になるよう、身近なでき

ごとを素材に、考え・発見する授業を行います。 

＜評価基準＞毎回授業の最後に、授業を通して気づいたことや疑問をレポートします。レ

ポートの内容が経験と照らし合わせて書かれているか・知的理解に留まっているかを基準

に評価します。 

回 講義計画 

１ オリエンテーション 『保育する時大事にしたいこと』を書く 

２ からだの声を聴く “からだ”がいかに正直かを実習を通して気づく 

３ からだの声を聴く “触れる”・“届ける”・”受け取る“ 

４ 保育の場で私だったら 保育の場で生じがちな子供からの突然の関わりに自

分はどう関わるかを発表する 

５ 『なんとなく』を見直す 心理検査体験を通して思い込み等に気づく 

６ 

 

『なんとなく』の不思議 

 

心理検査の作品の当てっこゲームを通して、『なんと

なく』という感覚の不思議に気づき、保育に活かすこ

とを学ぶ クレヨンを用意する 

７ 受容・傾聴・共感とは ５，６で気づいたことを参考に左記を学ぶ 

８ 受容・傾聴・共感とは ７で学んだことを活かしてみる 

９ 子どもと悪 悪の体験をする意味を、プリントを通して知る 

10 つなぎ手としての保育士 保育記録を読み子どもと子供をつなぐことを学ぶ 

11 保育の場における関わり 保育の実践を読み、関わりの多様性やコツを学ぶ     

12 実習をふりかえって 実習での経験を報告し、臨床心理学の視点から検討

する 13 実習をふりかえって 

14 アタッチメントと保育 子どもとの関わりにおけるアタッチメント 

15 子どもの心の不調 

まとめと自己点検テスト 

子どもの心の不調のサインと留意点を知る 

あらためて、『保育する時大事にしたいこと』を書く 

＜教科書・参考文献＞  

なし 

実習の時期により順番が変わる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 



  

教科目名 臨床心理学          必修   演習   1単位 

担当者 潟邉 裕江 保育学科 2年 前期 

＜講師紹介＞ 

学園職員。心理職。児童相談所や精神保健福祉センター、発達障害者支援センター、精神科病院等での勤

務経験をもとに講義する。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 臨床心理学の範囲は多岐に渡る。基礎的な心理学の知見を紹介しながら、実践とどのように結びついてい

くか述べていきたい。 

 近年の保育現場では、子どものみならず保護者への支援がより一層求められているが、他者支援の端緒は

他者理解である。臨床現場で用いる他者理解の方法等を実際に体験してもらいながら、学生の自己理解の向

上を図り、対人援助職としての礎としてもらいたい。 

＜評価基準＞ 

出席状況を重視し、授業への参加姿勢、レポート試験の結果などを加味し、成績評価を行う。 

回 講義計画 

1 臨床心理学とは何か① 心理学の歴史と臨床心理学の全体構造 

2 臨床心理学とは何か② アセスメントと介入 

3 ライフサイクルと発達理論 生涯発達の視点から 

4 パーソナリティとは 類型論から特性論、ビッグファイブ理論へ 

5 愛のなりたち J.Bowlbyの愛着理論とH.Harlowによる代理母実験 

6 自我理論と防衛機制 S.Freudの無意識の発見 

7 学習理論とその応用 オペラント条件付けを人間の理解と支援にどういかすか 

8 記憶の基礎知識 記憶の仕組みと分類、その不確かさを知る 

9 ストレスとコーピング ストレス事象をいかにして乗り越えるか 

10 こころの授業 精神疾患とメンタルヘルスの基礎知識 

11 ポジティブ心理学 幸せの5要素とポジティブマインドセット 

12 幼児教育とその効果 ペリー就学前プロジェクトとチャウシェスクの落とし子 

13 アサーショントレーニング 適切な自己表現の仕方を学ぶ 

14 まとめ 全体を振り返る 

15 試験 

＜教科書・参考文献＞ 

授業に必要な資料は、随時用意したものを使用、教科書は用いない。 

 

 

 



  

 

教科目名  子どもと運動あそび         必修 演習   １  単位 

担当者   北橋 浩志  保育学科第２学年 前期 

＜講師紹介＞ 

当学園職員。体育教師として県立高等学校に３８年間勤務。これまでの経験をいかし、子どもたちが身体

を動かす楽しさを味わえるよう、発達段階に応じた運動あそびを伝えていきたい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

毎時、保育者役と子ども役に分かれて模擬保育を行い、反省会をすることにより、保育者とし

ての実践力を養うことを目的とする。 

＜評価基準＞ 

１．模擬保育で保育者役となった回の指導案、模擬保育での様子などを総合的に評価 

２．毎時の反省会における気づきや感想等の発言、保育者役へのアドバイス等を評価 

３．毎時の授業態度、出席状況等を総合的に評価 

回 演 習 計 画 

1 オリエンテーション 
目的について 

指導案について 

2～3 指導案作成 指導案を作成する 

4～14 
模擬保育 

反省会 

担当者がたてた指導案に基づき模擬保育を行う 

毎時全員で反省会をする 

15 まとめ 全体を振り返り総括する 

   

   

   

＜教科書・参考文献＞ 

 すこやかな子どもの心と体を育む 改訂 運動遊び  井上勝子・高原和子 編著  建帛社 



  

 

 

教科目名 総合表現                  選択  演習    １単位 

担当者 日向 亜希子 保育学科第 ２学年 前期 

＜講師紹介＞ 当学園職員。市立中学校、県立高等学校音楽教諭として、20 年間勤務。手遊び、器楽合

奏、簡単な伴奏づくり、ミュージカルづくり等を通し音楽の楽しさを伝えたい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 音楽表現、造形表現、身体表現、言語表現が融合したミュージカルをグループで制作し、泉こども 

園で上演する。 

保育所実習を選択する学生に必要とされる力。施設実習の学生も歓迎。 

 グループ内の学生とコミュニケーションを図りながら、豊かな表現力を身に付け、保育現場で必要 

となる実践力を身につける。 

＜評価基準＞ 

リハーサル（発表）、本番の演技 と レポート（自己評価など）、各係の活動の様子 

および 平常点（授業中の話し合いの様子や練習中・製作中の参加の様子など）による 

回 講 義 計 画 

1 ミュージカルとは  

2 役割分担の決定、脚本作り ①  

3 役割分担の決定、脚本作り ②  

4 
脚本作り ③ 

音楽・背景・小道具・衣装制作、演技・振り付け等練習 ① 

 

5 
脚本作り ④ 

音楽・背景・小道具・衣装制作、演技・振り付け等練習 ② 

 

6 
脚本発表会 

音楽・背景・小道具・衣装制作、演技・振り付け等練習 ③ 

 

7 音楽・背景・小道具・衣装制作、演技・振り付け等練習 ④ 
 

8 音楽・背景・小道具・衣装制作、演技・振り付け等練習 ⑤ 
 

9 音楽・背景・小道具・衣装制作、演技・振り付け等練習 ⑥ 
 

10 中間発表会  

11 
音楽・背景・小道具・衣装制作、演技・振り付け等練習 ⑦  

12 
音楽・背景・小道具・衣装制作、演技・振り付け等練習 ⑧  

13 
音楽・背景・小道具・衣装制作、演技・振り付け等練習 ⑨  

14 リハーサル（発表会）  

15 本番（泉こども園での発表日は班ごとに異なる予定です） 
 

＜教科書・参考文献＞ 

   特になし 



  

 

教科目名     造形実践法              必修  演習   １単位 

担当者  長部 直子 保育学科第 ２学年 前期 

＜講師紹介＞ 

当学園職員。県立高等学校・特別支援学校の美術教諭としての勤務経験あり。泉こども園の造形教室も担当し

ている。「上手く作る・描くこと」よりも、造形活動を通じて、身体の諸感覚の経験を豊かにし、様々な感覚を味

わうこと、自らのイメージを形にする喜びを感じることを重視し、授業を展開したい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

模擬授業を通して援助者としての保育士の役割を理解する。子ども達への具体的な指導の方法（環境の設定・支

援の方法・予測の立て方）を学ぶ。作品作りを通して「美術」に対する知識、理解を深め、創造活動を楽しむ姿勢

を養う。 

＜評価基準＞ 

模擬授業６０％＋作品４０％、出欠状況 

回 講 義 計 画 

1 模擬授業 オリエンテーション、順番決め 

2 講義 造形表現における保育者の役割について 

3 パネルシアターの発表 春季休業の課題である自作のパネルシアター発表 

4 模擬授業① 学生による指導演習と製作体験 

5 模擬授業② 学生による指導演習と製作体験 

6 模擬授業③ 学生による指導演習と製作体験 

7 模擬授業④ 学生による指導演習と製作体験 

8 模擬授業⑤ 学生による指導演習と製作体験 

9 模擬授業⑥ 学生による指導演習と製作体験 

10 お店やさんごっこの実践① オリエンテーション 

11 お店やさんごっこの実践② 商品製作 

12 お店やさんごっこの実践③ 商品製作 

13 お店やさんごっこの実践④ 商品製作 

14 お店やさんごっこの実践⑤ 衣装・看板等の製作 

15 お店やさんごっこの実践⑥ 本番「ほせんマーケット」の開催 

＜教科書・参考文献＞ 技法あそび実践ライブ ひかりのくに 



  

 

 

 

 

 

 

教科目名     造形実践            必修  演習   ０．５単位   

担当者  長部 直子 保育学科第 ２学年 後期 

＜講師紹介＞ 

当学園職員。県立高等学校・特別支援学校の美術教諭としての勤務経験あり。泉こども園の造形教室も

担当している。「上手く作る・描くこと」よりも、造形活動を通じて、身体の諸感覚の経験を豊かにし、

様々な感覚を味わうこと、自らのイメージを形にする喜びを感じることを重視し、授業を展開したい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 今までに学んだ「造形活動」の知識や経験を生かして、共同制作を行う。材料集めや道具選

びについても学生自ら行う。 

＜評価基準＞ 

 作品、出席、授業態度 

回 講 義 計 画 

1 カレンダー制作① オリエンテーション、構想、制作 

2 カレンダー制作② 制作 

3 壁面製作① 材料集め、パーツ製作 

4 壁面製作② パーツ製作 

5 壁面製作③ パーツ製作 

6 壁面製作④ パネル装飾 

7 壁面製作⑤ パネル装飾 

8 壁面製作⑥ パネル装飾 

   

   

   

   

   

＜教科書・参考文献＞ 

技法あそび実践ライブ ひかりのくに 



  

 

教科目名  社会的養護Ⅲ                       選択  演習 0.5単位 

担当者  吉田 智里 保育学科第2学年 後期 

＜講師紹介＞  児童養護施設に心理職として約20年務め、子どもたちの心のケアや職員との

コンサルテーションを行っている。自身の経験を活かし、施設現場の様子を伝えていきたい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

子どもの利益を最優先とする児童養護施設の現場において、冷静で的確な判断と柔軟な対応

ができる力を養うことを目的とする。各テーマに沿った資料や講義をもとに、ケアワーカーの

あり方について意見交換を行うと共に、考えを深める。 

＜評価基準＞ 

「授業態度」「講義内レポート」「テスト」 

回 講 義 計 画 

1 
「児童養護施設の子どもたち」 児童養護施設で暮らす子どもたちの言動とその背景について知り、

どのような関わりが必要か考える 

2 
「子どもたちの日常生活と

様々な業務内容」 

日々の生活支援について、具体的な場面や事例を挙げて説明する 

3 
「親子関係の調整と関係機関

との連携」 

子どもたちを取り巻く多くの人々～親、学校の先生、児童相談所の

職員～との連携について説明する 

4 
「ﾘｰﾋﾞﾝｸﾞｹｱとｱﾌﾀｰｹｱ」 自己実現と自立に向けての支援について説明する 

5 
「治療的援助」 児童養護施設に心理職が配置された背景やその業務内容について説

明し、連携について考える 

6 
「ケアワーカーの専門性」 児童養護施設で働く職員にはどのようなことが求められているのか

説明し、その専門性について考える 

7 
「児童養護施設における養育

のあり方」 

社会的養育の課題とあり方について説明する 

8 
「テスト」 児童養護施設で暮らす子どもたちへのケアについてペーパーテスト 

9 
  

10 
  

11 
  

12 
  

13   

14   

15 
  

＜教科書・参考文献＞ 

「児童養護施設と被虐待児」 森田喜治 創元社 

「この子を受けとめて、育むために 育てる・育ちあういとなみ」全国児童養護施設協議会 


